
日本基督教団 八ヶ岳伝道所  主日礼拝  NO.1142  2020 年 10 月 18 日 

牧師  山本護    奏楽 田村恵子  第一部礼拝  司式  渡部敬子   9:30~10:30 

※讃美は二番まで歌います                第二部礼拝   司式  辻りち子  11:00~12:00                                                             

前  奏 黙想 

讃 美 歌  30 あさかぜしずかにふきて 

祈  禱 

聖  書 創世記 1:31 

          ローマの信徒への手紙 6:13 

讃 美 歌 294 みめぐみゆたけき 

説  教 『 極めて良いもの 』 

祈  禱 

讃 美 歌  344 とらえたまえ、わが身を 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 539 あめつちこぞりて 

祝  禱  

後  奏 ※信仰告白は当面のあいだ省略します 

 「神はお造りになったすべてのものを御覧になった。見よ、それは極めて良かった。夕べがあり、

朝があった。第六の日である(創世 1:31)」。幾度も読んでいるこの素朴な記述が、さざなみ立った。 

 伝道所でおこなっている八ヶ岳メディカルカフェでのこと。あれっ、涼しいような風が吹いたか、

と感じ、ぼんやり創世記の原初物語を思い巡らせた。神は自らお造りになった全被造物を見て「極め

て良かった」とされた。大地や水を(1:10)、草や木を(1:12)、鳥や動物を(1:21)、そして人間をも造っ

て(1:27)、「極めて良かった」としている。ミミズも、危ないスズメバチも、私が敬意を感じている微

生物も、この中に入るだろう。それでは新型コロナウィルスはどうか、メディカルカフェで話の中心

となる「がん」はどうか。神はこれらも「良し」とされるのか。涼しい風、聖霊が教えてくれた。 

 神は、病それ自体については語らない。しかし「がん」に罹る私たちを「極めて良い」ものとし、

特別に祝福までして下さった(1:28)。がんも完快すれば晴れやかだが、転移や再発を怖れたり、治癒

することなく夭逝する場合も、はたして「極めて良い」なのか。世の評価や感じ方は一定ではないが、

「がんになる」人間を見て、神が「極めて良かった(1:31)」とされたことは揺るぎない真実だ。 

神は「極めて良い」被造物の管理を人間に任せた(1:26,28)。その結果「お前のゆえに、土は呪われ

るものとなった(3:17)」。現代へのまっすぐな警告ではないか。誤った管理方法で自然は破壊され、人

間の心身も複雑に病んでいるが、「極めて良い」とされた私たちは、今なお神の創造の内にある。 

「あなたがたの五体を不義のための道具として罪に任せてはならない。かえって、自分自身を死者

の中から生き返った者として神に献げ、また五体を義のための道具として神に献げなさい(ﾛﾏ 6:13)」。

私たちの五体は、十字架で解き放たれ(6:6)、キリストの復活にあやかり(6:5)、神に対して生きるもの

となっている(6:11)。だからこの五体を義のために用いたい。病で使い物にならないとか、老いて弱

っているとか、義の道具は世の有用性とはまるで違う。五体は創造されているままで「極めて良い」。 

私たちの五体はすり減る「死ぬべき体」ではあろう(6:12)。長年使えば衰え、「がん」にも罹り、つ

い自嘲的に「他人に迷惑をかける」と思ってしまう。だが、どんな五体にも神を讃美する栄誉が与え

られ、具体的に義のための道具となりえる(6:13)。だから神は、私たちの五体を「極めて良い」と言

ったのだ。神の創造に失敗があろうはずがない。衰えても、病に罹ろうとも、私たち一人ひとりは神

によって念入りに「手作り」された。「がん」を語り合うカフェにそよ風を吹かせ、それに気づかせて

くれたように、聖霊は「御計画に従って召された者たちには、万事が益となるように共に働く(8:28)」。 

なぜそんなことが私たちに起るのか。なぜこの伝道所に起こっているのか。人はそれぞれに罪深い

が「恵みの賜物は罪とは比較にならない(5:15)」。この恵みの賜物が私たちに注がれ(5:15)、一人ひと

りの五体は神が求める道具となる(6:13)。神に操縦される私でもなく、恵みが私の主体性をつくる。

私たちは被造物として生から死へ流れ下りつつ、キリスト者として死から生へ遡っている(6:8,11,13)。 

清冽な水に棲む岩魚 とろりとした泥水に潜む鯰 川の全流域と海を旅する鱒や鰻 すべて極めて

良い(創世 1:31) 教会の表象でもある「魚」 その生息形態はさらに広く 教会もそのように広く 

次週 10 月 25 日は宗教改革記念日礼拝で聖餐式をします(霊の配餐)。牧師の動き:10/19 刑務所で 2

名の個人教誨。一人はｸﾘｽﾁｬﾝでもう一人は求道中。先々月出所した M兄は静岡の草深教会で求道中。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


